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沈 没 し た 露 軍 巡 洋 艦 「 モ ス ク ワ 」 と さ れ る 画 像 ＝ 2022 年 4 月 18 日 、 ウ ク ラ イ ナ の ゲ ラ シ チ ェ ン コ 内 相 顧 問 の テ レ グ ラ ム か ら  

 4 月に 沈没 した ロシ ア の黒 海艦 隊旗 艦「 モス ク ワ」 につ いて 、ウ クラ イ ナ政 府が 水中 文化 遺産

に登 録し た。 交戦 国の 艦 船を 遺産 登録 する のは 異 例の 行動 とい える 。ウ ク ライ ナの 狙い はど こ

にあ るの か。  

 黒 海に 展開 して いた 巡 洋艦 モス クワ は、 ウク ラ イナ 南部 を攻 撃す るロ シア艦 隊を 統括 して い

たと みら れる が、4 月 13 日に 爆発 が起 こり 、そ の 後に 沈没 した 。ロ シア 国 防省は 1 人が 死亡

し、27 人 が行 方不 明に な った と発 表。 ロシ ア側 は 艦内 で火 災が 起き た後 に 弾薬 が爆 発し たと 説

明し てい るが 、ウ クラ イ ナ側 は自 軍が 発射 した 地 対艦 ミサ イル 2 発 が命 中 した と主 張し てい

る。  

 詳 しい 沈没 原因 が判 明 して いな いが 、ウ クラ イ ナメ ディ アは 黒海 艦隊 の オシ ポフ 司令 官が 解

任、 逮捕 され たと 報道 。 ロシ アが 戦術 面に とど ま らず に政 治的 な痛 手を 負 う一 方で 、ウ クラ イ

ナに とっ ては 国威 高揚 の 材料 とな った 形だ 。  

 
佐々 木蘭 貞さ ん＝ Ⓒキ ン マサ タカ  

 水 中考 古学 に詳 しい 、 一般 社団 法人 うみ の考 古 学ラ ボ代 表理 事の 佐々 木 蘭貞 氏は 、「 第二 次

世界 大戦 以降 では 最大 の 戦果 の一 つだ 。実 際に 戦 闘で これ だけ の規 模の 船 が沈 んだ のは 珍し

い」 と話 す。  



 ウ クラ イナ 政府 はど の よう な法 的根 拠に 基づ き 、登 録手 続き を取 った の かを 明か して いな

い。 それ でも 同国 も批 准 して いる 国連 教育 科学 文 化機 関（ ユネ スコ ）の 「 水中 文化 遺産 保護 条

約」 に基 づき 、行 動し た と推 測さ れて いる 。  

 こ の条 約は トレ ジャ ー ハン ター や鉱 物採 掘な ど から 水中 の考 古学 遺産 を 保護 する 内容 。2001

年に 採択 され て、09 年 に 発効 し、71 カ 国が 批准 ・ 受諾 して いる 。領 海内 の 遺産 の保 護や 商用 目

的の 侵入 防止 措置 など が 明記 され てお り、 遺産 に 対す る排 他的 な権 利を 持 つと して いる 。  

 遺 産登 録に 際し て、 ウ クラ イナ 国防 省は フェ イ スブ ック で「 （南 部の 都 市） オデ ッサ から 80

マイ ル（148 キロ ）離 れ てい る。 黒海 の底 に沈 ん だ有 名な 巡洋 艦だ 」と 紹 介し た。 登録 番号 は

2064 番だとい う。  

 「 モス クワ 」が 沈ん だ 黒海 の底 には 、古 代や 中 世な どの 歴史 を今 に伝 え る貴 重な 文化 遺産 が

多く 眠る 。佐 々木 氏は 「 ウク ライ ナに とっ ては 、 いに しえ から 続く 海の 歴 史に 新た な一 ペー ジ

を刻 んだ とい う認 識だ ろ う」 との 見方 を示 す。  

 

神戸 大国 際海 事研 究セ ン ター の中 田達 也准 教授 ＝ 本人 提供  

 登 録を 進め たウ クラ イ ナの 意図 につ いて は、 国 際法 を外 交攻 勢に 積極 的 に使 う狙 いと もみ ら

れる 。ロ シア から 侵攻 を 受け ると 、ウ クラ イナは 2 日後の 2 月 26 日 、国 際 司法 裁判 所（ ICJ）

に対 し、 武力 行使 の即 時 停止 を求 め提 訴し てい た 。  

 国 際法 に詳 しい 神戸 大 国際 海事 研究 セン ター の 中田 達也 准教 授は 、ゼ レ ンス キー 政権 の行 動

につ いて 「国 際法 を援 用 でき る措 置を 探し 出し て 戦略 的に 使っ てい る。 そ の一 つが 今回 の指 定

の動 きだ 」と 指摘 。ロ シ ア軍 が黒 海や アゾ フ海 の 沿岸 地域 の制 圧を 進め て おり 、中 田氏 はウ ク

ライ ナが 「内 陸国 化さ せ られ る危 機に 際し て、 海 を持 って いる 国と して の 管轄 権を 国際 社会 に

認知 させ る意 図も ある 」 と分 析す る。  

 沈 没し た「 モス クワ 」 を後 世に 戦争 を伝 える 遺 産と して 活用 する こと も 考え られ る。 中田 氏

は「 しっ かり とし た目 的 で沿 岸国 とし ての 管轄 権 を行 使し 、水 中考 古学 の ルー ルに 従う なら

ば、 ロシ アの 核兵 器に よ る威 嚇よ り正 当性 はあ る 」と 語る 。  



 一 方で 、水 中文 化遺 産 への 登録 は、 自国 に侵 攻 して きた ロシ アの プー チ ン大 統領 への 「意 趣

返し 」と の見 方も ある 。 

 こ れま でプ ーチ ン氏 は 黒海 で政 治的 パフ ォー マ ンス を繰 り返 して きた 。11 年には アゾ フ海 と

黒海 に挟 まれ た湾 の深 さ 約 2 メー トル の海 底に ウ エッ トス ーツ を着 てダ イ ビン グし 、古 いつ ぼ

を引 き揚 げた 。15 年に は 前年 に編 入し たク リミ ア 半島 のセ バス トポ リ沖 で 潜水 艇に 乗り 込み 、

東ロ ーマ 帝国 時代 の沈 没 船を 視察 して いた 。遺 産 の管 理を 強調し、 支配 の 正統 性を アピ ール す

る狙 いだ った とみ られ る 。  

 「 モス クワ 」の 沈没 が 確認 され た直 後の 4 月 15 日、ウ クラ イナ のレ ズ ニコ フ国 防相 は「 黒海

にダ イビ ング スポ ット が でき た」 とツ イッ ター に 投稿 。自 国が 戦争 で勝 利 した 後に 、多 くの 人

が見 に行 くだ ろう と記 す と、約 3 万件 の「 いい ね 」を 集め た。 国内 の旅 行 会社 がダ イビ ング ツ

アー の企 画を 告知 する な ど、 ウク ライ ナ国 内で は 「戦 果」 を喜 ぶ動 きが 続 いた 。  

 
ウ ク ラ イ ナ の レ ズ ニ コ フ 国 防 相 は ツ イ ッ タ ー で 、 沈 没 し た 巡 洋 艦 モ ス ク ワ を 「 新 た な ダ イ ビ ン グ ス ポ ッ ト 」 と し て 紹 介 し た

＝ 2022 年 4 月 15 日 、 レ ズ ニ コ フ 氏 の ツ イ ッ タ ー よ り  

 

 中 田氏 は「 プー チン 氏 が過 去に 黒海 に潜 り、 ク リミ ア併 合を 正当 化し た 。ウ クラ イナ 側は 水

中文 化遺 産を うま く使 っ たと もい える 」と 話す 。 ただ し「 水中 文化 遺産 を 政治 利用 する のは 条

約の 趣旨 では ない 。あ く まで 、占 領に より 海が な くな るこ とに 対す る例 外 的か つ最 終的 な法 的

措置 とみ るの が妥 当だ ろ う」 との 見方 を示 す。  

 ウ クラ イナ の行 動に つ いて 、恣 意（ しい ）的 だ とも 指摘 され てい る。 米 メデ ィア 「ポ リテ ィ

コ」 欧州 版は 、登 録の 手 続き は条 約上 、沈 没後 の 「少 なく とも 100 年が 経 過す る必 要が ある 」

とす る原 則を 引用 し、 「 法的 に疑 わし い」 「ウ ク ライ ナは ロシ アを あお っ てい る」 など とい う

専門 家の 談話 を紹 介し て いる 。ユ ネス コは 今回 の 件で コメ ント を拒 否し た とい う。  



 
沈没 直前の 4 月 12 日に 衛星 画像 が確 認し た地 点  

 

 ま た「 モス クワ 」が ど の海 域で 沈没 した のか に よっ て、 水中 文化 遺産 条 約が 適用 され るの か

も疑 問が 生じ てく る。 ウ クラ イナ 国防 省は オデ ッ サから 80 マ イル の海 域 だと 説明 して いる が、

その 場合 には 排他 的経 済 水域 （EEZ） に位 置す る 。識 者の 見方 では 、EEZ に沈 没し た軍 艦の 取り

扱い につ いて 、ど の国 が 権限 を持 つの かは 明確 で はな いと みら れて いる 。  

 ベ ラル ーシ 反体 制派 の メデ ィア 「NEXTA」な ど は、 旗国 のロ シア がこ の 海域 に調 査船 を派 遣

して いる とも 報じ てお り 、ウ クラ イナ が「 モス ク ワ」 を遺 産登 録す る動 き を認 めな いの は確 実

だ。 【堀 和彦 】  

 


